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一　

は
じ
め
に

　

韓
国
で
は
、
刑
法
（
一
九
五
三
年
法
律
第
二
九
三
号
）
制
定
以
降
、
社
会
現
象
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
犯
罪
形
態
が
登
場
し
て
お
り
、



研究ノート

（阪大法学）68（1-214）　214 〔2018. 5 〕

そ
れ
ら
へ
の
適
切
な
対
処
の
た
め
、
改
正
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
性
犯
罪
の
領
域
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
従
来
、

性
犯
罪
の
被
害
者
は
主
に
女
性
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
き
た
が
、
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
よ
り
、
男
性
が
被
害
者
に
な
る
場
合

が
あ
り
、
さ
ら
に
、
配
偶
者
間
に
お
け
る
強
姦
罪
の
成
立
、
強
姦
罪
の
客
体
と
し
て
性
転
換
者
の
認
定
な
ど
の
時
代
的
な
状
況
及
び
社

会
意
識
の
変
化
に
対
処
で
き
る
根
本
的
な
性
犯
罪
規
定
の
改
正
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
二
年
の
刑
法
改
正
に
よ
り
、
性
犯

罪
の
客
体
の
拡
大
、
類
似
強
姦
罪
の
新
設
、
強
姦
・
強
制
醜
行
罪
な
ど
の
性
犯
罪
の
非
親
告
罪
化
な
ど
性
犯
罪
規
定
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。

　

日
本
に
近
似
し
た
法
体
系
・
法
制
度
を
も
つ
韓
国
は
、
日
本
に
先
駆
け
て
刑
法
上
の
性
犯
罪
処
罰
規
定
を
改
正
し
た
が
、
改
正
前
の

規
定
や
背
景
が
日
本
と
非
常
に
似
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
韓
国
の
改
正
性
犯
罪
処
罰
規
定
に
つ
い
て
概
説
す
る
と
と
も
に
、
日
韓
の
比

較
を
通
じ
て
両
国
の
性
犯
罪
規
定
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
性
犯
罪
規
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。
韓
国
の
刑
法
改
正

は
五
年
前
に
行
わ
れ
、
最
新
の
情
報
で
あ
る
と
い
い
が
た
い
が
、
そ
の
内
容
を
日
本
に
紹
介
し
た
文
献
が
少
な
く
、
二
〇
一
七
年
日
本

刑
法
改
正
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
改
正
刑
法
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
性
犯
罪
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
際
、
参
考
と
な
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二　

性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
改
正

（
一
）
背
景

　

韓
国
刑
法
は
、
制
定
後
四
〇
年
以
上
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
に
社
会
変
化
を
反
映
し
た
刑
法
各
則
の
新

た
な
犯
罪
構
成
要
件
の
規
定
を
含
め
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
刑
法
及
び
刑
事
特
別
法
は
、
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て

お
り
、
一
部
の
学
者
は
こ
の
よ
う
な
慎
重
な
態
度
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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韓
国
の
司
法
機
関
は
、
被
害
者
の
自
己
決
定
権
及
び
名
誉
の
保
護
の
観
点
か
ら
性

犯
罪
に
対
し
て
積
極
的
に
介
入
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
司
法
機
関
の

消
極
的
な
取
り
組
み
の
た
め
、
被
害
者
は
十
分
に
保
護
さ
れ
ず
、
加
害
者
も
自
分
の

行
為
に
対
し
て
適
切
な
責
任
を
負
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
学
者
や
実
務

家
は
、
性
犯
罪
の
被
害
者
を
積
極
的
に
保
護
・
支
援
す
る
一
方
、
加
害
者
を
厳
し
く

処
罰
す
る
よ
う
に
刑
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な

主
張
を
促
進
し
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
発
生
し
た
ナ
ヨ
ン
事
件
で
あ
る
。

同
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
学
者
・
実
務
家
だ
け
で
は
な
く
一
般
国
民
も
性
犯
罪
の
厳

罰
化
を
含
め
、
性
犯
罪
規
定
の
改
正
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一
九
代
の

国
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
四
四
件
の
立
法
案
の
う
ち
、
性
犯
罪
に
か
か
わ
る
も
の

は
一
三
件
で
あ
り
、
性
犯
罪
規
定
の
改
正
に
対
す
る
要
求
が
高
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
国
家
人
権
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五

日
、
国
会
議
長
に
対
し
て
刑
法
改
正
勧
告
文
を
提
出
し
、「
性
犯
罪
に
対
す
る
取
り

組
み
は
、
主
に
特
別
法
の
制
定
・
改
正
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
性
犯
罪
は
減
少
せ
ず
、
起
訴
率
及
び
有
罪
判
決
率
も
低
い
た
め
、
性
犯
罪

に
関
す
る
基
本
法
で
あ
る
刑
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
た
。
そ

れ
を
受
け
た
国
会
は
刑
法
改
正
の
た
め
に
迅
速
な
措
置
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
国
会
法
制
司
法
委
員
会
は
、
①
遺
伝
子
上
男
性
で
あ
っ
た
が
、
性
転
換
手
術

（
6
）

（
7
）

表 1　韓国刑法の新旧対照条文

改正前 改正後

第二九七条（強姦）暴行または脅迫で婦女を強
姦した者は 3 年以上の有期懲役に処する。

第二九七条（強姦）暴行または脅迫で人を強姦
した者は 3 年以上の有期懲役に処する。

新設 第二九七条の二（類似強姦）暴行または脅迫で
人に対して口腔、肛門など身体（性器は除く）
の内部に性器を挿入しまたは性器、肛門に指な
ど身体（性器は除外する）の一部または道具を
挿入する行為をした者は 2 年以上の有期懲役に
処する。

第三〇六条（告訴）第二九七条から第三〇〇条
まで及び第三〇二条から第三〇五条までの罪は、
告訴がなければ公訴を提起することができない

削除
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に
よ
り
女
性
に
な
っ
た
者
が
強
姦
罪
の
客
体
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
性
犯
罪
の
客
体
に
対
す
る
解
釈
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
②

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
国
で
は
、
類
似
性
交
行
為
罪
な
ど
を
規
定
し
、
身
体
の
一
部
や
道
具
を
身
体
へ
挿
入
す
る
行
為

を
厳
し
く
処
罰
し
て
い
る
一
方
、
韓
国
刑
法
上
の
強
姦
罪
の
実
行
行
為
は
、
性
器
間
の
挿
入
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
被
害

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
に
基
づ
い
て
親
告
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
規
定
に
よ
り
加
害
者
が
被
害
者
を
脅
迫
す
る
な
ど

二
次
的
被
害
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
複
雑
な
犯
罪
態
様
へ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
り
、
刑
法
の
改
正
が
求
め

ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
八
日
、
刑
法
の
「
強
姦
及
び
醜
行
の
罪
」
が
全
面
的
に

改
正
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

同
改
正
の
主
な
内
容
は
、
強
姦
罪
等
の
客
体
が
「
婦
女
」
か
ら
「
人
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
類
似
強
姦
罪
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
、
性

暴
力
に
関
す
る
親
告
罪
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
同
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

（
二
）
性
犯
罪
規
定
の
改
正
内
容

1　

強
姦
罪
な
ど
に
お
け
る
客
体
の
拡
大

　

改
正
前
の
強
姦
罪
は
「
暴
行
又
は
脅
迫
で
婦
女
を
強
姦
し
た
者
」
が
主
体
と
さ
れ
、
客
体
は
婦
女
、
す
な
わ
ち
、
女
性
に
限
定
さ
れ

た
。
刑
法
制
定
後
、
学
説
は
同
罪
の
客
体
を
女
性
に
限
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
支
持
し
て
き
て
お
り
、
判
例
も
男
性
に
対
す
る
強

姦
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
法
の
下
の
平
等
」
の
原
則
に
反
し
な
い
と
い
う
立
場
を
維
持
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
強
姦
罪
の

客
体
を
婦
女
に
限
定
し
た
の
は
、
男
女
の
生
理
的
・
肉
体
的
な
差
に
基
づ
い
て
強
姦
が
男
性
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
実
に
照
ら
し
て
、
社

会
的
・
道
徳
的
観
点
か
ら
被
害
者
で
あ
る
婦
女
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
り
、
一
般
社
会
通
念
上
、
合
理
的
根
拠
の
な
い
特
権
を
婦
女
に

与
え
、
男
性
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
と
は
解
釈
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
女
性
の
社
会
的
地
位
が
向
上
す
る
に
従
い
、
男

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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性
に
対
す
る
性
犯
罪
が
増
加
し
、
そ
の
態
様
も
多
様
化
さ
れ
た
。
一
方
、
改
正
前
の
刑
法
規
定
に
よ
れ
ば
、
男
性
に
対
す
る
性
暴
力
は

す
べ
て
強
制
醜
行
罪
で
処
罰
さ
れ
て
お
り
、
刑
法
上
、
ほ
か
の
選
択
肢
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
暴
行
・
脅
迫
を
用
い
て
男

性
が
女
性
を
姦
淫
し
た
場
合
は
強
姦
罪
が
成
立
し
た
が
、
被
害
者
が
男
性
で
あ
る
場
合
は
強
制
醜
行
罪
が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
処

罰
上
の
不
均
衡
を
解
決
す
る
た
め
、
強
姦
罪
の
客
体
に
男
性
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
性
転
換
者
に
対

す
る
社
会
通
念
の
変
化
な
ど
を
挙
げ
、
多
く
の
学
者
は
、
性
転
換
手
術
に
よ
り
女
性
に
な
っ
た
者
も
同
罪
の
客
体
に
含
め
て
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
判
例
で
も
み
ら
れ
る
。
性
転
換
手
術
を
受
け
て
女
性
と
な
っ
た
被
害
者
は
強

姦
罪
の
客
体
で
あ
る
婦
女
の
範
囲
に
入
ら
な
い
と
判
示
し
た
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
覆
し
た
判
例
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
判
例

で
は
、「
人
の
性
は
生
物
学
的
な
要
素
だ
け
で
な
く
、
個
人
が
自
ら
認
識
す
る
男
女
と
し
て
の
帰
属
感
及
び
個
人
が
男
女
と
し
て
適
合

す
る
と
社
会
的
に
承
認
さ
れ
た
行
動
・
態
度
・
性
格
的
特
徴
な
ど
の
性
役
割
を
果
た
す
精
神
的
か
つ
社
会
的
要
素
も
人
の
性
を
決
定
す

る
要
素
の
一
部
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
性
の
決
定
に
お
い
て
生
物
学
的
要
素
と
精
神
的
・
社
会
的
要
素
を
総
合
し
て
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
た
め
、
性
転
換
女
性
も
強
姦
罪
の
客
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る｣

と
判
示
し
た
。
同
判
決
に
よ
り
、
強
姦
罪
の
客
体
の
見
直

し
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
刑
法
改
正
を
通
じ
て
強
姦
罪
な
ど
の
客
体
が
「
人
」
に
変
わ
っ
た
。

　

日
本
と
同
様
に
、
か
つ
て
韓
国
に
お
け
る
強
姦
罪
な
ど
の
性
犯
罪
は
、「
貞
操
に
関
す
る
罪
」
の
章
に
規
定
さ
れ
、
保
護
法
益
も
貞

操
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
五
年
刑
法
改
正
に
よ
り
、
章
名
が
「
強
姦
と
醜
行
に
関
す
る
罪
」
に
変
更
さ
れ
、

強
姦
罪
の
保
護
法
益
は
、
性
的
自
由
及
び
性
的
自
己
決
定
権
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
今
日
、
強
姦
罪
は
強
制
的
に
行
わ
れ
る
姦

淫
行
為
に
よ
り
個
人
の
性
的
自
由
を
侵
害
す
る
犯
罪
で
あ
る
と
定
義
で
き
る
。
強
制
は
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
相
手
の
意
思
に
反
す

る
こ
と
で
あ
り
、
姦
淫
は
配
偶
者
以
外
の
者
と
の
性
交
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
性
交
と
は
、
男
性
の
性
器
と
女
性
の
性
器
の
結
合
（
挿

入
）
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
刑
法
改
正
前
に
は
強
姦
罪
の
客
体
は
女
性
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
罪
に
該
当
す
る
姦
淫
行
為
と

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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は
、
男
性
の
性
器
を
女
性
の
性
器
に
挿
入
す
る
行
為
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
性
転
換
者
を
含
め
た
客

体
の
性
別
を
問
わ
な
い
、
非
夫
婦
関
係
に
あ
る
男
女
の
性
器
の
結
合
で
あ
れ
ば
、
姦
淫
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
強
姦
罪
に
お
け
る
客
体
の
拡
大
に
よ
り
犯
罪
の
成
立
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。

2　

類
似
強
姦
罪
の
新
設

　

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
強
姦
罪
は
、
強
制
的
な
姦
淫
行
為
、
す
な
わ
ち
、
男
女
の
性
器
の
結
合
を
意
味
す
る
た
め
、
性
器
以
外
の

身
体
、
例
え
ば
、
口
腔
、
肛
門
な
ど
に
性
器
を
挿
入
し
、
又
は
性
器
以
外
の
物
を
性
器
に
挿
入
す
る
場
合
は
、
強
姦
罪
で
は
な
く
強
制

醜
行
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
。
し
か
し
、
強
制
醜
行
罪
は
、
一
般
人
が
性
的
羞
恥
心
を
抱
く
よ
う
な
善
良
な
性
的
道
徳
観
念
に
反
す
る

行
為
で
あ
る
た
め
、
強
制
的
な
肛
門
性
交
や
口
腔
性
交
な
ど
、
強
制
醜
行
罪
よ
り
違
法
性
の
高
い
行
為
に
対
す
る
適
切
な
処
罰
規
定
と

し
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
同
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
三
つ
の
方
法
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第

一
、
類
似
強
姦
行
為
は
、
刑
法
上
の
強
制
醜
行
罪
と
刑
事
特
別
法
で
あ
る
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
及
び
被
害
者
保
護
等
に
関
す
る
法
律

（
一
九
九
四
年
法
律
第
四
七
〇
二
号
）
に
お
い
て
規
制
さ
れ
て
お
り
、
刑
の
不
均
衡
は
量
刑
段
階
で
裁
判
官
が
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
た

め
、
関
連
法
の
改
正
は
要
ら
な
い
。
第
二
に
、
刑
法
の
規
定
を
改
正
せ
ず
、
類
似
性
交
行
為
が
強
姦
罪
の
姦
淫
行
為
の
範
囲
に
含
ま
れ

る
と
解
釈
す
る
。
第
三
に
、
性
行
為
以
外
の
用
途
で
使
わ
れ
る
口
腔
と
肛
門
に
男
性
の
性
器
を
挿
入
す
る
類
似
性
交
行
為
が
性
器
間
の

挿
入
に
比
べ
て
軽
微
な
犯
罪
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
強
制
醜
行
罪
と
し
て
処
罰
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
類
似
強
姦
罪
を
新
設
し
、
処
罰
上
の
不
均
等
を
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
見
解
の
う
ち
、
第
三
の
見
解
が
多
数
の
支
持
を
得
て
、
類
似
強
姦
行
為
が
新
設
さ
れ
た
。
同
罪
の
実
行
行
為
は
、
暴
行
又

は
脅
迫
に
よ
り
①
口
腔
、
肛
門
な
ど
の
身
体
（
性
器
を
除
く
）
に
性
器
を
挿
入
す
る
行
為
、
②
性
器
、
肛
門
に
指
な
ど
身
体
の
一
部
又

（
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は
道
具
を
挿
入
す
る
行
為
に
区
別
さ
れ
る
。
①
の
場
合
に
は
、
男
女
被
害
者
に
対
し
て
男
性
の
加
害
者
が
口
腔
性
交
、
肛
門
性
交
を
行

う
場
合
が
該
当
す
る
。
し
か
し
、
性
器
を
身
体
の
内
部
に
挿
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
女
性
間
の
行
為
、
例
え
ば
、
女
性
の
被

害
者
の
肛
門
に
女
性
の
性
器
を
に
挿
入
す
る
す
る
こ
と
が
物
理
的
に
で
き
な
い
た
め
、
主
に
男
女
、
男
性
間
の
行
為
を
想
定
し
て
い
る

と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
口
腔
や
肛
門
以
外
の
身
体
に
対
す
る
性
器
挿
入
行
為
は
、
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
鼻
や
耳
へ
の
性
器
挿

入
行
為
は
未
遂
犯
又
は
不
能
犯
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
②
の
場
合
は
、
異
性
間
又
は
同
性
間
に
お
い
て
（
性
器
を
除
く
）
身
体

一
部
若
し
く
は
道
具
を
性
器
、
肛
門
に
挿
入
す
る
行
為
で
あ
り
、
①
と
は
異
な
り
、
女
性
間
で
実
行
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

刑
法
改
正
に
よ
り
、
強
姦
罪
の
客
体
は
人
に
拡
大
さ
れ
た
が
、
類
似
強
姦
罪
の
新
設
を
通
じ
て
、
強
姦
罪
の
成
立
範
囲
は
、
男
性
が

女
性
に
性
器
を
挿
入
す
る
行
為
と
女
性
が
男
性
に
性
器
を
挿
入
さ
せ
る
行
為
、
す
な
わ
ち
、（
性
転
換
者
を
含
む
）
男
女
の
性
器
の
結

合
に
限
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
性
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
肛
門
性
交
な
ど
は
、
強
姦
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
せ
ず
、
類
似
強
姦
罪

が
成
立
す
る
。
さ
ら
に
、
女
性
が
男
性
に
性
器
を
挿
入
さ
せ
る
行
為
や
肛
門
性
交
・
口
腔
性
交
は
、
従
来
、
強
制
醜
行
罪
の
範
囲
に
含

ま
れ
た
が
、
刑
法
改
正
に
よ
り
強
姦
罪
、
類
似
強
姦
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
、
刑
法
改
正
に
よ
り
強
制
醜

行
罪
の
成
立
範
囲
が
著
し
く
縮
小
さ
れ
た
。

3　

性
犯
罪
の
非
親
告
罪
化

　

刑
法
改
正
前
に
は
、
強
姦
罪
、
強
制
醜
行
罪
、
準
強
姦
罪
及
び
準
強
制
醜
行
罪
と
そ
の
未
遂
犯
な
ど
の
多
く
の
性
犯
罪
は
、
親
告
罪

と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
件
が
公
開
の
法
廷
で
審
理
さ
れ
た
場
合
、
か
え
っ
て
被
害
者
の
利

益
を
害
す
る
こ
と
が
あ
り
、
被
害
者
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
性
犯
罪
に
つ
い
て
親
告
罪
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
韓
国
国
家
人
権
委
員
会
は
、
第
一
に
、
親
告
罪
規
定
に
よ
り
性
犯
罪
の
処
罰
率
が
低
く
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
性
犯
罪
の
被
害

（
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者
が
告
訴
す
る
こ
と
に
よ
り
被
告
人
か
ら
報
復
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
二
次
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
性
犯
罪
を
非
親
告
罪
化
す
べ
で
あ
る
と
勧
告
し
た
。
韓
国
性
暴
力
相
談
所
の
調
査
に
よ
る
と
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま

で
の
性
暴
力
相
談
事
件
の
う
ち
、
親
告
罪
の
規
定
に
よ
る
も
の
は
四
五
一
件
で
あ
り
、
具
体
的
な
被
害
類
型
は
、
告
訴
の
決
定
に
よ
る

心
理
的
負
担
（
一
九
一
件
、
三
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、
加
害
者
に
よ
る
被
害
（
一
三
九
件
、
二
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、
捜
査
・
裁
判

機
関
に
よ
る
被
害
（
六
八
件
、
一
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
順
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
親
告
罪
の
規
定
は
、
本
来
の
趣
旨
と
異
な

り
、
被
害
者
保
護
に
逆
行
す
る
側
面
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

同
勧
告
を
受
け
、
韓
国
刑
法
の
改
正
に
よ
り
性
犯
罪
を
親
告
罪
と
し
て
い
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
家
人
権
委
員
会
は
、

勧
告
決
定
文
に
お
い
て
「
性
犯
罪
被
害
者
が
犯
罪
に
対
す
る
先
入
観
・
偏
見
に
よ
り
、
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
被
害

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
及
び
人
権
保
護
は
、
刑
事
手
続
き
上
の
措
置
を
講
じ
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
被
害
者
保
護
の
た
め
に
犯
罪

者
を
処
罰
し
な
い
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
性
犯
罪
被
害
者
の
安
全
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
、
映
像
物
の
撮
影
・
保
存
、
審

理
の
非
公
開
、
証
拠
保
全
の
特
例
な
ど
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。」
と
述
べ
た
。
性
犯
罪
の
非
親
告
罪
化
に
よ
り
、
潜
在
化
さ
れ
て
い

た
性
犯
罪
が
顕
在
化
さ
れ
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
制
度
が
改
正
さ
れ
て
も
性
犯
罪
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
及
び
人
権
の
保
護
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
件
の
処
理
な
ど
に
当
た
っ
て
被
害
者
に
対
す
る
配
慮
が
不
可
欠
で
あ
り
、
関
係
者
に
被
害
者
の
精
神
的

な
負
担
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

三　

性
犯
罪
規
定
の
課
題
と
改
善
方
法

　

一
九
〇
七
年
に
日
本
に
お
い
て
刑
法
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
性
犯
罪
に
関
す
る
規
定
は
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
基
本
的
に
制
定

（
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時
の
内
容
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
性
犯
罪
の
態
様
や
性
的
価
値
観
が
変
化
し
た
た
め
、
性
犯
罪
の
諸
規

定
が
必
ず
し
も
近
時
の
性
犯
罪
の
実
態
に
即
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
り
、
見
直
し
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
で
、
二
〇

一
七
年
六
月
一
六
日
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
年
法
律
第
七
二
号
）
が
成
立
し
、
同
月
二
三
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年

七
月
一
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
近
年
に
お
け
る
性
犯
罪
の
実
情
な
ど
に
鑑
み
、
事
案
に
即
し
た
適
切
な
対
処
を
可
能
と
す
る
た

め
の
法
整
備
が
行
わ
れ
、
刑
法
制
定
以
来
の
性
犯
罪
規
則
に
関
す
る
大
幅
な
見
直
し
と
な
っ
て
い
る
。
改
正
法
の
主
な
内
容
は
、
①
強

姦
罪
な
ど
の
構
成
要
件
及
び
法
定
刑
の
見
直
し
、
②
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
及
び
監
護
者
強
制
性
交
等
罪
の
新
設
、
③
強
盗
強
姦
罪
の
構

成
要
件
の
見
直
し
、
④
強
姦
罪
等
の
非
親
告
罪
化
な
ど
で
あ
る
。
今
回
の
刑
法
改
正
に
よ
り
、
性
犯
罪
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
だ
け
で

は
な
く
、
厳
罰
化
さ
れ
、
性
犯
罪
の
防
止
及
び
被
害
者
保
護
に
貢
献
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
学
者
は
、
改
正
後
の

性
犯
罪
処
罰
規
定
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
刑
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
附
則
第
九
条
は
「
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
実
情
、
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
執
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の
施
策
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
し

て
お
り
、
更
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

日
本
と
韓
国
の
刑
法
改
正
は
、
時
期
や
具
体
的
な
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
改
正
に
至
る
経
緯
を
始
め
、
性
犯
罪
の
非
親
告
罪
化
・

処
罰
範
囲
の
拡
大
、
処
罰
の
厳
罰
化
な
ど
多
数
の
共
通
点
が
あ
る
。
刑
法
改
正
に
よ
り
両
国
の
性
犯
罪
処
罰
規
定
に
お
け
る
一
部
の
問

題
が
解
決
さ
れ
て
お
り
、
望
ま
し
い
変
化
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
一
方
、
現
行
規
定
に
お
い
て
、
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
以
下
で
は
、
性
犯
罪
規
定
の
う
ち
、
韓
国
の
強
姦
罪
・
類
似
強
姦
罪
と
日
本
の
強
制
性
交
等
罪
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
し
、

日
韓
の
性
犯
罪
規
定
上
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
解
決
方
法
に
つ
い
て
提
言
す
る
。
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日
本
の
強
制
性
交
等
罪
は
、（
男
女
）
被
害
者
に
性
交
（
膣

性
交
）、
肛
門
性
交
、
口
腔
性
交
を
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て

強
制
す
る
行
為
を
処
罰
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
形
態

の
性
的
自
由
に
対
す
る
侵
害
行
為
に
対
し
て
は
強
制
わ
い
せ
つ

罪
が
成
立
し
、
強
制
性
交
等
罪
よ
り
軽
い
罪
と
し
て
扱
っ
て
い

る
。
一
方
、
韓
国
で
は
、
強
姦
罪
と
強
制
醜
行
罪
の
中
間
領
域

に
該
当
す
る
行
為
を
処
罰
す
る
た
め
に
類
似
強
姦
罪
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
人
を
姦
淫

し
た
行
為
は
強
姦
罪
、
性
器
以
外
の
身
体
の
内
部
に
性
器
を
挿

入
す
る
行
為
又
は
、
性
器
・
肛
門
に
性
器
以
外
の
身
体
若
し
く

は
道
具
な
ど
を
挿
入
す
る
行
為
は
類
似
強
姦
罪
、
そ
れ
以
外
の

形
態
の
性
的
自
由
に
対
す
る
侵
害
行
為
は
強
制
醜
行
罪
が
成
立

す
る
。
日
本
の
強
制
性
交
等
罪
の
成
立
範
囲
は
、
韓
国
の
強
姦

罪
よ
り
広
く
て
類
似
強
姦
罪
よ
り
狭
い
た
め
両
罪
の
中
間
で
あ

る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
性
交
等
の
行
為
は
、
男
性
器
を
肛

門
、
口
腔
、
女
性
器
に
挿
入
す
る
行
為
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

男
女
又
は
男
性
間
で
行
わ
れ
る
性
交
は
、
強
制
性
交
等
罪
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
女
性
間
で
行
わ
れ
る
性
交
は
、
同

（
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表 2　行為主体が男性である場合

客体 行為態様 日　本 韓　国

ⅰ 女 性器を性器に挿入 強制性交等罪 強姦罪

ⅱ 女 性器を口腔・肛門に挿入 強制性交等罪 類似強姦罪

ⅲ 女 性器以外の身体・道具を性器・肛門に挿入 強制わいせつ罪 類似強姦罪

ⅳ 男 性器を口腔・肛門に挿入 強制性交等罪 類似強姦罪

ⅴ 男 性器以外の身体・道具を肛門に挿入 強制わいせつ罪 類似強姦罪

表 3　行為主体が女性である場合

客体 行為態様 日　本 韓　国

ⅵ 男 性器を性器に挿入させる 強制性交等罪 強姦罪

ⅶ 男 性器を口腔に挿入させる 強制わいせつ罪 類似強姦罪

ⅷ 男 性器以外の身体・道具を肛門に挿入 強制わいせつ罪 類似強姦罪

ⅸ 女 性器を口腔に挿入させる 強制わいせつ罪 類似強姦罪

ⅹ 女 性器以外の身体・道具を性器に挿入 強制わいせつ罪 類似強姦罪

ⅺ 女 性器以外の身体・道具を肛門に挿入 強制わいせつ罪 類似強姦罪
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罪
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
。
強
制
性
交
等
罪
の
行
為
類
型
を
韓
国
の
刑
法
規
定
に
適
用
す
れ
ば
、
強
姦
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
し

な
い
場
合
が
あ
る
が
、
強
姦
罪
に
該
当
し
な
い
行
為
に
対
し
て
は
類
似
強
姦
罪
が
成
立
す
る
。

　

一
方
、
性
器
だ
け
で
は
な
く
、
指
な
ど
身
体
の
一
部
・
道
具
を
肛
門
、
女
性
器
に
挿
入
す
る
行
為
は
、
韓
国
で
は
類
似
強
姦
罪
が
成

立
す
る
が
、
日
本
で
は
せ
い
ぜ
い
強
制
わ
い
せ
つ
罪
が
成
立
す
る
に
と
ど
ま
る
。
性
的
自
由
を
侵
害
す
る
行
為
は
、
被
害
者
・
加
害
者

の
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
被
害
者
に
精
神
的
・
身
体
的
な
苦
痛
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
害
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
性
器
で
は
な
い
身
体
の
一
部
及
び
道
具
を
挿
入
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
同
様
の
被
害
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
強
制
性
交

等
罪
の
場
合
は
、
男
性
器
の
女
性
器
、
口
腔
、
肛
門
へ
の
挿
入
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
性
犯
罪
被
害
の
本
質
を

十
分
に
反
映
し
て
い
な
い
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
進
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
強
姦
被
害
者
の
心
身
の
完
全
性
を
保
護
法
益
と
し
、

被
害
者
個
人
の
精
神
的
・
身
体
的
尊
厳
を
害
す
る
支
配
的
か
つ
暴
行
的
行
為
と
広
く
踏
ま
え
、
男
性
器
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
身

体
・
道
具
の
挿
入
な
ど
も
性
的
暴
行
と
し
て
評
価
し
て
お
り
、
身
体
へ
の
挿
入
を
伴
う
よ
り
重
い
類
型
を
設
け
る
場
合
が
あ
る
が
、
挿

入
す
る
も
の
を
男
性
器
に
限
る
立
法
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
の
強
制
性
交
等
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と

も
、
性
犯
罪
の
当
事
者
の
一
方
は
男
性
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
改
正
後
も
、
性
犯
罪
の
規
定
は
男
性
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
把
握
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
制
性
交
等
罪
の
行
為
類
型
及
び
成
立
範
囲
な
ど
に
関
す
る
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
韓
国
の
類
似
強
姦
罪
が

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
性
器
以
外
の
物
を
性
器
、
肛
門
に
挿
入
す
る
行
為
も
強
制
性
交
等
罪
の
範
囲
に
含
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
［
表
2
］
と
［
表
3
］
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
韓
国
で
は
強
姦
罪
だ
け
で
は
な
く
類
似
強
姦
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
重
大

な
性
的
侵
害
行
為
へ
の
幅
広
い
対
処
が
で
き
る
。
一
方
、
強
姦
罪
は
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
で
、
類
似
強
姦
罪
は
二
年
以
上
の
有
期
懲

役
で
処
罰
さ
れ
る
が
、
性
器
の
結
合
だ
け
を
強
姦
罪
と
し
て
認
定
し
て
重
く
処
罰
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
男

（
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性
器
を
女
性
器
に
挿
入
す
る
場
合
（［
表
2
］
の
ⅰ
）
と
男
女
の
口
腔
・
肛
門
に
挿
入
す
る
場
合
（［
表
2
］
の
ⅳ
及
び
ⅱ
）
の
処
罰
が

異
な
る
。
性
器
を
強
制
的
に
口
腔
・
肛
門
に
挿
入
す
る
行
為
は
、
被
害
者
の
性
的
自
由
を
侵
害
し
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
に
つ
い
て
異
な
る
法
的
評
価
を
す
る
理
由
と
し
て
①
両
者
の
違
法
性
の
差
が
あ
る
こ
と
、
②
妊
娠
可
能
性

を
考
慮
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
性
犯
罪
の
保
護
法
益
を
血
統
維
持
・
女
性
の
貞
操
と
解
す
る
時
代
か
ら
、
性
的
自
己
決
定
権

及
び
性
的
自
由
の
保
護
と
解
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
強
姦
の
範
囲
を
こ
の
よ
う
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
時
代
に
逆
行

す
る
と
評
価
す
る
し
か
な
い
。
さ
ら
に
、
性
的
自
己
決
定
権
と
妊
娠
可
能
性
を
共
に
考
慮
し
て
も
、
女
性
が
男
性
を
強
姦
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。
性
犯
罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
性
的
自
己
決
定
・
性
的
自
由
の
内
容

が
幸
福
追
求
権
又
は
人
権
の
尊
重
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
性
器
間
の
結
合
が
類
似
性
行
行
為
よ
り
性
的
自
己
決
定
権
を
重
大
に
侵
害
し

て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

さ
て
、
①
男
性
器
を
男
性
の
肛
門
に
挿
入
す
る
行
為
（［
表
2
］
の
ⅳ
）、
②
男
性
器
を
女
性
器
に
挿
入
す
る
行
為
（［
表
2
］
の
ⅰ
）、

③
男
性
器
を
女
性
の
肛
門
に
挿
入
す
る
行
為
（［
表
2
］
の
ⅱ
）
を
想
定
し
よ
う
。
日
本
改
正
刑
法
に
よ
れ
ば
①
、
②
、
③
は
、
す
べ

て
強
制
性
交
等
罪
に
該
当
す
る
一
方
、
韓
国
刑
法
に
よ
れ
ば
②
だ
け
が
強
姦
罪
、
①
、
③
は
類
似
強
姦
罪
に
該
当
す
る
。
以
上
で
述
べ

た
よ
う
に
強
制
的
な
性
交
な
ど
を
処
罰
す
る
理
由
が
、
個
人
の
性
的
自
己
決
定
権
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
と
徹
底
的
に
解
釈
し
、
ま

た
、
被
害
者
に
及
ぼ
す
悪
影
響
と
精
神
的
・
身
体
的
被
害
を
考
慮
す
れ
ば
、
①
、
②
、
③
は
、
同
等
の
違
法
性
を
有
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
韓
国
刑
法
に
よ
れ
ば
、
異
な
る
犯
罪
が
成
立
し
、
刑
罰
の
軽
重
も
異
な
る
。
日
韓
の
刑
法
に
お
い
て
性
犯
罪
の
客
体
を
女
性
か

ら
人
に
拡
大
し
た
こ
と
は
、
男
性
の
消
極
的
な
自
己
決
定
権
の
保
護
範
囲
を
拡
大
し
て
性
平
等
に
貢
献
す
る
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、

性
犯
罪
に
関
す
る
規
定
が
改
正
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
で
は
、
性
器
の
結
合
だ
け
を
強
姦
と
し
て
認
め
て
お
り
、
改
正
前
の

考
え
方
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
姦
罪
の
客
体
の
拡
大
及
び
性
的
自
己
決
定
権
の
侵
害
行
為
を
関
連
さ
せ
、

（
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強
姦
罪
の
実
行
行
為
で
あ
る
姦
淫
の
意
味
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
、
韓
国
刑
法
上
、
強
姦
罪
の
実
行
行
為
を
性
器
間

の
結
合
だ
け
で
は
な
く
、
性
器
を
肛
門
、
口
腔
に
挿
入
す
る
行
為
も
含
め
、
同
法
第
二
九
七
条
第
二
項
の
類
似
強
姦
罪
を
削
除
す
べ
き

で
あ
る
。
強
姦
罪
の
実
行
行
為
が
性
器
と
性
器
の
結
合
（
挿
入
）
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
被
害
者
の
性
的
自
己
決
定
権
を
侵
害
す
る

観
点
か
ら
類
似
強
姦
罪
が
強
姦
罪
よ
り
違
法
性
が
軽
微
で
あ
る
と
判
断
で
き
ず
、
両
者
を
別
途
に
規
定
す
る
理
由
に
つ
い
て
も
明
確
で

は
な
い
。
韓
国
は
、
性
犯
罪
に
関
し
て
強
姦
罪
、
類
似
強
姦
罪
、
強
制
醜
行
罪
に
分
類
し
、
立
法
し
て
い
る
。
し
か
し
、
性
犯
罪
の
保

護
法
益
が
貞
操
で
は
な
く
、
性
的
自
己
決
定
権
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
法
益
が
同
一
で
あ
り
、
被
害
者
に
同
様
の
精
神
的
・

身
体
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
強
姦
罪
と
類
似
強
姦
罪
を
区
別
し
て
異
な
る
刑
罰
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
、
性
犯
罪
規
定
の
趣
旨
に
合
致

し
な
い
と
思
わ
れ
る
。四　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
韓
国
の
性
犯
罪
規
定
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
改
正
刑
法
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
性
犯
罪
規
定
上

の
課
題
及
び
解
決
方
法
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。
今
回
の
日
本
の
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
、
制
定
当
時
の
内
容
が
基
本
的
に
維

持
さ
れ
て
き
た
性
犯
罪
の
規
定
は
、
大
き
な
転
換
を
迎
え
、
時
代
に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
今
回
の
日
本
刑
法

の
改
正
は
、
韓
国
に
お
い
て
非
常
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
特
に
強
制
性
交
等
罪
の
新
設
は
、
強
姦
罪
・
類
似
強
姦
罪
の
統
合
の
た
め
に

参
考
に
な
る
と
思
う
。

　

日
韓
の
刑
法
改
正
に
よ
り
強
姦
罪
な
ど
の
客
体
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
や
非
親
告
罪
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
が
、

ま
だ
複
数
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
韓
国
で
社
会
的
に
性
犯
罪
の
被
害
を
告
発
す
るM

ET
O
O

運
動
が
広
が
る
う
ち
、
業
務

上
威
力
等
に
よ
る
姦
淫
罪
の
範
囲
や
成
立
要
件
に
関
す
る
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
罪
に
お
け
る
威
力
の
意
味
は
、「
人
の
意

（
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思
を
制
圧
す
る
有
・
無
形
力
」
又
は
「
暴
行
・
脅
迫
や
行
為
者
の
地
位
を
利
用
し
て
相
手
の
意
思
を
制
圧
す
る
行
為
」
と
し
て
取
ら
れ

て
お
り
、
姦
淫
罪
の
暴
行
・
脅
迫
と
の
区
別
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、
暴
行
・
脅
迫
を
伴
わ
な
い
性
犯
罪
の
場
合
、
強

姦
罪
が
成
立
せ
ず
、
さ
ら
に
、
当
事
者
が
監
護
者
と
被
監
護
者
（
一
八
歳
未
満
）
の
関
係
に
あ
る
場
合
に
限
っ
て
監
護
者
わ
い
せ
つ
又

は
監
護
者
性
交
等
罪
が
成
立
す
る
。
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
、
男
女
の
社
会
的
地
位
・
関
係
性
を
利
用
し
た
性
犯
罪
が
増
加
し
て
い

る
が
、
同
状
況
に
対
処
で
き
る
適
切
な
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
と
韓
国
に
お
い
て
強
姦
罪
（
強
制
性

交
等
罪
）
に
お
け
る
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
撤
廃
・
緩
和
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
同
規
定
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
社
会
的
地
位
・
影
響
力
を

用
い
て
意
思
に
反
す
る
性
交
等
が
行
わ
れ
れ
ば
、
暴
行
・
脅
迫
が
な
く
て
も
強
姦
罪
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
他
、
日
韓
の
共

通
の
課
題
と
し
て
、
配
偶
者
間
に
お
け
る
強
姦
罪
の
成
立
、
性
交
同
意
年
齢
の
引
上
げ
、
強
姦
罪
な
ど
の
非
親
告
罪
化
に
伴
う
被
害
者

保
護
制
度
な
ど
が
あ
る
。
同
課
題
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
稿
で
取
り
扱
い
た
い
。

韓
国
性
暴
力
相
談
所
が
二
〇
一
一
年
相
談
し
た
事
件
の
内
訳
を
み
る
と
、
男
性
が
被
害
者
で
あ
る
場
合
が
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
五
四
件
）

を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
加
害
者
が
男
性
で
あ
る
場
合
は
七
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
三
九
件
）
で
あ
っ
た
。

韓
国
大
法
院
判
決
二
〇
一
三
年
五
月
一
六
日
二
〇
一
二
ド
一
四
七
八
八
。

醜
行
は
、
自
己
の
性
欲
を
刺
激
し
、
満
足
さ
せ
る
目
的
で
相
手
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
強
制
醜
行
罪
は
、
日
本
の
強
制
わ

い
せ
つ
罪
と
類
似
の
犯
罪
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
チ
ョ
サ
ン
ジ
ェ
「
韓
国
刑
法
の
歴
史
と
展
望
」
比
較
刑
事
法
研
究
第
一
一
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
九
）

三
九
三
頁
以
下
参
考
。

例
え
ば
、
ム
ン
チ
ェ
ギ
ュ
「
制
定
刑
法
の
今
日
」
刑
事
法
研
究
第
二
〇
号
（
二
〇
〇
三
）
八
九
頁
以
下
。

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
一
日
に
韓
国
京
畿
道
安
山
市
で
八
歳
の
女
性
児
童
が
男
に
性
暴
行
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
詳
細
は
、
中
央
日
報
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
、http://japanese.joins.com

/article/081/121081.htm
l?servcode=400&

sectcode=410

、
最
終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年

（
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三
月
一
〇
日
。

国
家
人
権
委
員
会
常
任
委
員
会
決
定
「『
刑
法
』
等
性
暴
力
関
連
法
律
の
改
正
に
対
す
る
意
見
表
明
及
び
勧
告
」
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五

日
、
二
頁
以
下
。

客
体
が
婦
女
か
ら
人
に
変
わ
っ
た
韓
国
刑
法
上
の
規
定
は
、
第
二
四
二
条
（
淫
行
媒
介
）、
第
二
八
八
条
第
二
項
（
醜
行
等
目
的
略
取
、
誘

引
等
）、
第
三
〇
三
条
（
業
務
上
威
力
等
に
よ
る
姦
淫
）、
第
三
〇
五
条
（
未
成
年
者
に
対
す
る
姦
淫
、
醜
行
、
第
三
三
九
条
（
強
盗
強
姦
）、
第

三
四
〇
条
第
三
項
（
海
上
強
盗
）
が
あ
る
。

キ
ム
ソ
ン
ド
ン
『
刑
法
各
論
』（
成
均
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
）
一
五
頁
、
オ
ヨ
ン
グ
ン
『
刑
法
各
論
』（
博
英
社
、
二
〇
〇
九
）
一
七

〇
頁
、
ソ
ン
ド
ン
グ
ォ
ン
『
刑
法
各
論
』（
栗
告
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
一
四
七
頁
、
ゾ
ン
ヨ
ン
イ
ル
『
刑
法
各
論
』（
博
英
社
、
二
〇
一
一
）
一

三
八
頁
な
ど
。

韓
国
大
法
院
判
決
一
九
六
七
年
二
月
二
八
日
六
七
ド
一
。

韓
国
刑
法
第
二
九
八
条　

暴
行
ま
た
は
脅
迫
で
人
に
対
し
て
醜
行
を
し
た
者
は
十
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
五
百
万
ウ
ォ
ン
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

キ
ム
ソ
ン
ド
ン
・
前
掲
注
（
9
）・
一
五
八
頁
、
キ
ム
イ
ル
ス
＝
ソ
ボ
ハ
ク
『
刑
法
各
論
』（
博
英
社
、
二
〇
〇
七
）
一
六
〇
頁
、
バ
ク
サ
ン

ギ
『
刑
法
各
論
』（
博
英
社
、
二
〇
一
一
）
一
四
五
頁
な
ど
。

韓
国
大
法
院
判
決
一
九
九
六
年
六
月
一
一
日
九
六
ド
七
九
一
。

韓
国
大
法
院
判
決
二
〇
〇
九
年
九
月
一
〇
日
二
〇
〇
九
ド
三
五
八
〇
。

イ
ム
ソ
ク
ウ
ォ
ン
「
改
正
刑
法
上
性
犯
罪
処
罰
規
定
に
関
す
る
再
検
討
─
類
似
強
姦
罪
の
新
設
に
対
す
る
問
題
提
起
を
中
心
に
─
」
法
学
研

究
第
五
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
）
三
〇
頁
。

チ
ェ
ジ
ョ
ン
イ
ル
「
姦
淫
概
念
を
通
じ
た
強
姦
罪
及
び
類
似
強
姦
罪
に
対
す
る
小
考
」
嘉
泉
法
学
第
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
）
四
九
頁
。

た
だ
し
、
性
犯
罪
の
被
害
者
に
身
体
的
・
精
神
的
障
害
が
あ
る
場
合
、
又
は
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
類
似
性
交
行
為
の
場
合
は
、「
性

暴
力
犯
罪
の
処
罰
等
に
関
す
る
特
例
法
」
第
六
条
（
障
碍
者
に
対
す
る
強
姦
・
強
制
醜
行
等
）、
第
七
条
（
一
三
歳
未
満
の
未
成
年
者
に
対
す
る

強
姦
、
強
制
醜
行
等
）
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
。

同
法
の
規
定
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
「
性
暴
力
防
止
及
び
被
害
者
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
一
一
年
法
律
第
一
〇
二
六
一
号
）」
と
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「
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
等
に
関
す
る
特
例
法
（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
〇
二
五
八
号
）」
に
分
け
て
制
定
さ
れ
、
同
法
は
廃
止
さ
れ
た
。

オ
ヨ
ン
グ
ン
ほ
か
『
刑
事
特
別
法
論
─
五
代
刑
事
特
別
法
（
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
及
び
被
害
者
保
護
等
に
関
す
る
法
律
）』（
韓
国
刑
事
政
策

研
究
院
、
二
〇
〇
九
）
六
五
五
頁
以
下
。

イ
ホ
ジ
ュ
ン
「
性
暴
力
処
罰
規
定
に
対
す
る
批
判
的
省
察
及
び
再
構
成
」
刑
事
政
策
第
一
七
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
）
九
六
頁
以
下
。

改
正
前
、
韓
国
刑
法
上
性
暴
力
犯
罪
は
、
強
姦
と
強
制
醜
行
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
に
よ
り
強
姦
、
類
似
強
姦
、
強
制
醜
行
に
三

分
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
体
系
は
、「
児
童
・
青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
〇
九
年
法
律
第
九
七
六
五
号
）」
に
お
け
る
性
犯
罪
の

分
類
と
同
様
で
あ
る
。

イ
ム
ジ
ョ
ン
ホ
「
類
似
強
姦
罪
に
関
す
る
再
検
討
─
立
法
方
式
の
問
題
点
を
中
心
に
」
ソ
ウ
ル
法
学
第
二
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
）
六
三

一
頁
以
下
。

イ
ム
ジ
ョ
ン
ホ
・
前
掲
注
（
22
）・
六
三
三
頁
以
下
。

オ
ヨ
ン
グ
ン
『
新
刑
法
各
論
』（
博
英
社
、
二
〇
一
六
）
三
二
九
頁
、
ソ
ン
ド
ン
グ
ォ
ン
・
前
掲
注
（
9
）・
一
五
二
頁
な
ど
。

韓
国
に
お
い
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
性
犯
罪
者
の
拘
束
率
は
一
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
全
体
犯
罪
の
平
均
拘
束
率

（
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
八
倍
く
ら
い
高
か
っ
た
。
一
方
、
性
犯
罪
の
起
訴
率
は
、
四
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
体
犯
罪
の
起
訴
率
（
四

六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
低
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
親
告
罪
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
例
え
ば
、
非
親
告
罪
で
あ

る
強
姦
致
死
傷
罪
の
起
訴
率
は
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
親
告
罪
で
あ
る
強
姦
罪
は
、
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
強
姦
罪
と
強

姦
致
死
傷
罪
は
暴
行
・
脅
迫
を
伴
う
点
で
類
似
な
性
犯
罪
で
あ
る
が
、
親
告
罪
規
定
に
よ
り
起
訴
率
の
差
が
大
き
か
っ
た
。

国
家
人
権
委
員
会
常
任
委
員
会
決
定
「『
刑
法
』
等
性
暴
力
関
連
法
律
の
改
正
に
対
す
る
意
見
表
明
及
び
勧
告
」
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五

日
、
五
頁
以
下
。

リ
ュ
フ
ァ
ジ
ン
「
改
正
刑
法
上
性
暴
力
犯
罪
に
関
し
て
」
法
学
論
考
第
四
二
号
（
二
〇
一
三
）
一
七
〇
ペ
ー
ジ
以
下
。

例
え
ば
、
昭
和
三
三
年
の
輪
姦
に
よ
る
強
姦
罪
等
の
非
親
告
化
、
平
成
一
六
法
定
刑
の
引
き
上
げ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
島
岡
ま
な
教
授
は
、
早
い
時
期
か
ら
刑
法
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
主
張
し
た
。
島
岡
ま
な
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
現
行
刑
法
典
」
現
代
刑

事
法
第
五
巻
第
三
号
（
二
〇
〇
三
）
一
三
頁
以
下
。

改
正
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
文
献
で
解
説
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
改
正
法
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
今
井
將
人
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「
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
の
一
部
改
正
」
時
の
法
令
第
二
〇
三
六
号
（
二
〇
一
七
）
四
頁
以
下
、
岡
田
志
乃
布
「
刑
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
第
七
〇
巻
第
一
〇
号
（
二
〇
一
七
）
六
七
頁
以
下
、
加
藤
俊
治
「
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
五
三
巻
（
二
〇
一
七
）
七
三
頁
以
下
、
北
川
佳
世
子
「
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
刑
法
改

正
」
法
学
教
室
第
四
四
五
号
（
二
〇
一
七
）
六
二
頁
以
下
、
島
岡
ま
な
「
一
七
六
条
以
下
の
解
説
」
浅
田
和
茂
＝
井
田
良
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ

ン
タ
ー
ル
刑
法(

第
二
版)

』（
二
〇
一
七
）
三
八
六
頁
以
下
、
同
「
一
一
〇
年
ぶ
り
の
性
犯
罪
刑
法
改
正
で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
ー
三
年
後

の
見
直
し
に
向
け
て
」W

e Learn

第
七
六
九
号
（
二
〇
一
七
）
四
頁
以
下
、
堀
田
あ
つ
き
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
に
つ
い

て
」
捜
査
研
究
第
八
〇
二
号
（
二
〇
一
七
）
二
頁
以
下
な
ど
参
照
。

性
犯
罪
処
罰
規
定
の
問
題
や
改
善
方
法
に
つ
い
て
は
、
島
岡
ま
な
・
前
掲
注
（
30
）・
四
頁
以
下
参
照
。

第
一
七
六
条
（
強
制
わ
い
せ
つ
）
一
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
六
月
以
上
一
〇

年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
も
、
同
様
で
あ
る
。

加
藤
俊
治
「
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
改
正
の
概
要
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
第
七
〇
巻
第
八
号
（
二
〇
一
七
）
五
五
頁
以
下
。

島
岡
ま
な
「
性
犯
罪
の
保
護
法
益
及
び
刑
法
改
正
骨
子
へ
の
批
判
的
考
察
」
慶
應
法
学
第
三
七
号
（
二
〇
一
七
）
二
九
頁
。

同
意
見
は
、
キ
ム
ソ
ン
ド
ン
「
性
暴
力
犯
罪
の
行
為
類
型
に
対
す
る
批
判
的
刑
法
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
成
均
法
学
第
二
三
巻
第
二
号
（
二
〇

一
一
）
一
六
四
頁
、
イ
ス
ン
ヒ
ョ
ン
「
最
近
刑
法
の
同
行
と
問
題
点
─
性
暴
力
犯
罪
関
連
規
定
を
中
心
に
」
法
と
政
策
研
究
第
一
三
巻
第
三
号

（
二
〇
一
三
）
一
二
頁
、
イ
ム
ジ
ョ
ン
ホ
・
前
掲
注
（
22
）・
六
三
一
頁
以
下
な
ど
。
反
対
意
見
は
、
バ
ク
チ
ャ
ン
ゴ
ル
「
最
近
刑
法
政
策
の
現

状
及
び
課
題
」
法
と
政
策
研
究
第
一
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
）
二
二
頁
以
下
。

韓
国
学
者
の
多
数
は
、
強
姦
罪
の
客
体
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
行
行
為
で
あ
る
「
姦
淫
」
の
概
念
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
①
類
似
性
交
行
為
を
強
姦
罪
の
実
行
行
為
に
含
め
る
、
②
強
姦
の
概
念
を
拡
大
し
、
暴
行
又

は
脅
迫
に
よ
る
性
器
の
結
合
行
為
と
し
て
解
釈
す
る
、
③
男
性
に
対
す
る
強
姦
の
方
法
と
し
て
、
口
腔
・
肛
門
挿
入
行
為
を
追
加
す
る
、
な
ど
が

あ
る
。
詳
細
は
、
イ
ヒ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
「
二
〇
一
二
年
性
暴
力
法
制
の
改
正
に
対
す
る
批
判
的
検
討
」
成
均
法
学
第
二
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
）

一
八
二
頁
以
下
、
バ
ク
ミ
ス
ッ
ク
ほ
か
『
性
暴
力
犯
罪
構
成
要
件
整
備
の
た
め
の
立
法
政
策
研
究
』（
韓
国
刑
事
政
策
研
究
院
、
二
〇
一
〇
）
五

二
頁
以
下
参
照
。

同
見
解
は
、
チ
ェ
ジ
ョ
ン
イ
ル
・
前
掲
注
（
16
）・
五
七
頁
、
イ
ム
ジ
ョ
ン
ホ
・
前
掲
注
（
22
）・
六
四
六
頁
以
下
。
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刑
法
以
外
の
性
犯
罪
規
定
に
つ
い
て
は
、
崔
鍾
植
「
韓
国
に
お
け
る
性
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
関
連
法
制
の
改
革
」
大
阪
弁
護
士
会
人
権
擁
護

委
員
会
＝
性
暴
力
被
害
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
『
性
暴
力
と
刑
事
司
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
）
二
二
七
頁
以
下
参
照
。

韓
国
刑
法
第
三
〇
三
条
（
業
務
上
威
力
等
に
よ
る
姦
淫
）
第
一
項　

業
務
、
雇
用
そ
の
他
関
係
に
よ
っ
て
自
己
の
保
護
ま
た
は
監
督
を
受
け

る
者
に
対
し
て
偽
計
ま
た
は
威
力
で
姦
淫
し
た
者
は
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
五
百
万
ウ
ォ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
第
二
項　

法
律
に

よ
っ
て
拘
禁
さ
れ
た
者
を
監
護
す
る
者
が
そ
の
者
に
対
し
て
姦
淫
し
た
と
き
は
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

韓
国
の
与
党
「
共
に
民
主
党
」
の
有
力
者
で
あ
る
安
熙
正
（
ア
ン
・
ヒ
ジ
ョ
ン
）
忠
清
南
道
知
事
の
女
性
の
広
報
秘
書
が
安
氏
か
ら
性
的
暴

行
を
受
け
た
と
主
張
し
、
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
安
氏
側
は
秘
書
と
不
適
切
な
性
的
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
、
強
圧
や
暴
力
は
な
か
っ

た
た
め
、
業
務
上
威
力
に
よ
る
強
姦
の
容
疑
を
否
認
し
た
。
詳
細
は
、
中
央
日
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
、http://japanese.joins.com

/
article/346/239346.htm

l
、
最
終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
一
七
日
。

ア
ン
ギ
ョ
ン
オ
ッ
ク
「
威
力
に
よ
る
姦
淫
・
醜
行
罪
の
判
断
基
準
及
び
刑
法
上
性
犯
罪
規
定
の
改
善
方
法
」
慶
熙
法
学
第
五
〇
巻
第
四
号

（
二
〇
一
五
）
二
〇
六
頁
以
下
。

た
だ
し
、
刑
法
第
一
七
四
条
準
強
姦
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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